しずおか地域クラブ活動（地域指定種目クラブ）運営に関する協定書（案）

※協定の内容は、選定後の協議により変更することがある。

静岡市（以下「甲」という。）と　　　　　　　　　　　　　　　（以下「乙」という。）は、しずおか地域クラブ活動における地域指定種目クラブの設置及び運営について、次のとおり協定を締結する。

（目的）
第１条　本協定は、甲が推進するしずおか地域クラブ活動において、乙が地域指定種目クラブの統括団体として複数のクラブを適切かつ安定的に運営し、中学生が将来にわたり継続してスポーツ又は文化芸術活動に親しむことができる機会を確保することを目的とする。
（基本方針）
第２条　甲及び乙は、国のガイドライン、甲が定めるしずおか地域クラブ活動運営方針その他の関係規定を踏まえ、安全で持続可能な地域クラブ活動の実現に努めることとする。
（信義誠実の原則）
第３条　甲及び乙は、相互に連携し、信義誠実の原則に従い、本協定を適正に履行することとする。
（乙の業務）
第４条　乙は、統括団体として、担当するブロックにおける地域指定種目クラブについて、次に掲げる業務を行うこととする。
（１）地域指定種目クラブの設置、企画及び運営管理に関すること。
（２）指導者の募集、確保、配置、連絡調整及び資質の確保に関すること。
（３）年間及び月間の活動計画の策定並びに活動の実施に関すること。
（４）参加者の募集、受付、名簿管理、出欠管理及び保護者対応に関すること。
（５）安全管理、事故防止、緊急時対応及び事故等の報告に関すること。
（６）活動に係る保護者負担金その他の費用の設定、徴収及び管理に関すること。
（７）適正な会計処理、収支管理及び実績報告に関すること。
（８）学校施設その他の活動場所及び備品の適正な利用に関すること。
（９）広報、情報発信及び甲が指定するポータルサイトへの情報掲載に関すること。
（10）甲が指定する保護者との連絡・コミュニケーションツールの利用及び適切な運用に関すること。
（11）学校、競技団体、文化芸術団体その他の関係機関との連携及び調整に関すること。
（12）その他、地域指定種目クラブの円滑な運営に必要な業務に関すること。
２　乙は、前項の業務を、甲が別に示す募集要項、業務仕様書、乙が提出した事業計画書その他の関係書類に基づき実施することとする。
（甲の役割）
第５条　甲は、地域指定種目クラブが円滑に運営されるよう、次に掲げる事項を行うこととする。
（１）しずおか地域クラブ活動制度全体の設計、管理及び調整に関すること。
（２）統括団体の選定並びに必要な指導、助言及び情報提供に関すること。
（３）学校その他の関係機関との連絡調整に関すること。
（４）学校施設等の利用に係る全体調整に関すること。
（５）参加者を被保険者とする保険の加入手続及び管理に関すること。
（６）指導者を対象とする研修の実施に関すること。
（７）予算の範囲内における補助金その他の財政的支援に関すること。
（８）ポータルサイト及び保護者との連絡・コミュニケーションツールの指定に関すること。
（担当ブロック及び実施種目）
第６条　乙が担当するブロック及び実施する種目は、別紙１のとおりとする。
（事業計画）
第７条　乙は、毎年度、地域指定種目クラブの運営に係る事業計画書及び収支予算書を作成し、甲が定める日までに提出し、甲の承認を受けることとする。
２　乙は、承認を受けた事業計画を変更しようとするときは、あらかじめ甲と協議し、その承認を受けることとする。ただし、軽微な変更として甲が認めるものについては、この限りでない。
（活動の実施）
第８条　乙は、地域指定種目クラブの活動日、活動時間、活動場所、定員及び指導体制について、甲と協議の上、参加者が安全かつ継続的に活動できるよう適切に設定することとする。
２　乙は、参加者の発達段階、健康状態及び活動経験に配慮し、過度な負担とならない活動内容とすることとする。
（指導者）
第９条　乙は、活動の内容及び参加者数に応じて必要な指導者を確保し、適切に配置することとする。
２　乙は、甲が定める研修を受講し、甲に登録された者を指導に従事させることとする。
３　乙は、暴力、暴言、ハラスメントその他の不適切な行為を認めず、指導者に対してその旨を徹底することとする。
４　乙は、安定的な活動及び事故防止の観点から、可能な限り複数の指導者等が活動に携わる体制の確保に努めることとする。
（安全管理及び緊急時対応）
第10条　乙は、参加者の安全確保を最優先とし、安全管理体制及び緊急時の対応体制を整備することとする。
２　乙は、活動開始前に施設、設備、用具及び参加者の健康状態等を確認し、事故の防止に必要な措置を講ずることとする。
３　事故、傷病その他の緊急事態が発生した場合、乙は、救護、保護者への連絡その他必要な初動対応を行うとともに、速やかに甲へ報告することとする。
（保険）
第11条　甲は、参加者を被保険者とする活動に必要な保険について、加入手続及び加入状況の管理を行うこととする。
２　乙は、指導者その他乙が活動に従事させる者について、必要な傷害保険及び賠償責任保険等に加入させ、その加入状況を適切に管理することとする。
３　甲及び乙は、事故等が発生した場合、保険金請求その他必要な手続に相互に協力することとする。
（学校施設等の利用）
第12条　乙は、学校施設等を利用する場合、学校教育活動に支障が生じないよう配慮し、甲が定める利用ルールを遵守することとする。
２　乙は、施設又は備品の破損、紛失その他の異常を確認した場合は、速やかに甲及び関係者へ報告し、必要な対応を行うこととする。
（保護者負担金等）
第13条　乙は、地域指定種目クラブの持続的な運営に必要な範囲で、参加者一人当たり月額４千円を上限として、保護者負担金を設定することとする。
２　乙は、保護者負担金その他の費用の金額、内訳、徴収方法及び返還の取扱いをあらかじめ参加者及び保護者に明示することとする。
３　乙は、保護者負担金その他の費用を変更しようとするときは、あらかじめ甲と協議し、その承認を受けることとする。
（会計管理）
第14条　乙は、本事業に係る収入及び支出を他の経理と区分し、関係帳簿及び証拠書類を整備して、適正に管理することとする。
２　関係帳簿及び証拠書類の保存期間は、関係法令及び甲の定めに従うこととする。
（補助金）
第15条　甲は、乙が実施する地域指定種目クラブの運営に要する経費に対し、予算の範囲内で補助金を交付することができる。
２　補助金の交付に関する事項は、甲が別に定めることとする。
（報告及び確認）
第16条　乙は、甲が定めるところにより、事業実績、活動状況、参加者数、指導者の配置状況、事故等の発生状況及び収支状況その他甲が必要と認める事項を報告することとする。
２　甲は、必要があると認めるときは、乙に対し、関係書類の提出若しくは説明を求め、又は実地に確認することができる。
３　乙は、前項の確認に協力することとする。
（個人情報の保護及び情報管理）
第17条　乙は、本事業の実施に当たり取り扱う個人情報について、個人情報の保護に関する法律その他の関係法令及び甲が別に定める取扱事項を遵守することとする。
２　乙は、個人情報及び本事業に関して知り得た秘密を、本事業の目的以外に利用し、又は第三者に漏らしてはならない。本協定の終了後も同様とする。
（情報公開）
第18条　乙は、静岡市情報公開条例の趣旨に即して、自らが保有する本事業に係る情報の公開に努めることとする。
（権利義務の譲渡禁止）
第19条　乙は、甲の書面による承認を得ないで、本協定上の地位又は本協定から生ずる権利若しくは義務を第三者に譲渡し、又は承継させてはならない。
（重要事項の変更、休止及び廃止）
第20条　乙は、団体の名称、所在地、代表者、担当ブロック、実施種目、クラブ数、活動場所、指導体制、保護者負担金その他本事業の運営に関する重要事項を変更しようとするときは、あらかじめ甲に報告し、その承認を受けることとする。
２　乙は、地域指定種目クラブの活動を休止し、又は廃止しようとするときは、参加者への影響を最小限にするための対応を講じた上で、あらかじめ甲と協議することとする。ただし、緊急やむを得ない場合は、速やかに甲に報告することとする。
（改善措置）
第21条　甲は、乙の運営が本協定、関係法令、募集要項、業務仕様書その他の関係規定に適合しないと認めるときは、乙に対し、期限を定めて改善を求めることができる。
２　乙は、前項の求めを受けたときは、必要な改善措置を講じ、その結果を甲に報告することとする。
（損害賠償及びリスク分担）
第22条　本事業の実施により甲、乙又は第三者に損害が生じた場合の責任は、当該損害の発生原因及び甲乙それぞれの責めに帰すべき事由に応じて負担することとする。
２　甲及び乙の主なリスク分担は、別紙２のとおりとする。
３　別紙２に定めのないリスク又は分担に疑義があるリスクについては、甲乙協議の上、その負担を定めることとする。
（災害時等の対応）
第23条　地震、風水害、感染症のまん延その他の不可抗力により活動の実施が困難となった場合、甲及び乙は、参加者の安全を最優先として、活動の中止、延期その他必要な対応を協議することとする。
（協定期間）
第24条　本協定の有効期間は、令和　年　月　日から令和　年　月　日までとする。ただし、本協定は、甲乙協議の上、更新することができるものとし、更新は当初の協定期間を含めて通算３年を上限とする。
２　本協定を更新する場合は、期間満了前に甲乙協議の上、書面により定めることとする。
３　第17条第２項その他その性質上存続すべき規定は、本協定の終了後も効力を有することとする。
（協定の解除）
第25条　甲は、乙が次の各号のいずれかに該当するときは、催告の上、本協定の全部又は一部を解除することができる。ただし、緊急かつ重大な事情があるときは、催告を要しないこととする。
（１）法令、本協定又は関係規定に違反したとき。
（２）統括団体としての要件を満たさなくなったとき。
（３）運営が著しく適正を欠くと認められるとき。
（４）第21条の改善の求めに応じず、又は改善の見込みがないと認められるとき。
（５）事業の継続が困難であると認められるとき。
（６）その他、本協定を継続することが適当でないと認められる重大な事由があるとき。
２　乙は、本協定の解除に伴い参加者に不利益が生じないよう、甲の指示に従い、引継ぎその他必要な措置を講ずることとする。
（協議事項）
第26条　本協定に定めのない事項又は本協定の解釈に疑義が生じた場合は、甲乙協議の上、定めることとする。

この協定の締結を証するため、本書２通を作成し、甲乙記名押印の上、各自１通を保有する。


令和　年　月　日
甲　所在地　静岡市葵区追手町５番１号
　　名　称　静岡市
　　代表者　静岡市長　難波　喬司　印

乙　所在地　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　団体名　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　代表者　　　　　　　　　　　　　　　印
 


別紙１（第６条関係）
担当エリア及び実施種目
	担当ブロック
	必須指定種目
	選択指定種目
	備考

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	




別紙２（第22条関係）
リスク分担表
	リスク項目
	甲の主な負担・対応
	乙の主な負担・対応
	備考

	制度設計・全体方針
	制度全体の設計、方針決定及び変更の周知
	甲の方針に沿ったクラブ運営
	

	参加者の保険
	保険の加入手続及び加入状況の管理
	事故発生時の初動対応、甲への報告及び手続への協力
	

	指導者等の保険
	必要な情報提供
	指導者その他乙が活動に従事させる者の保険加入及び管理
	

	指導者の確保・配置
	研修の実施、必要な助言
	募集、選任、配置、労務・謝金管理及び日常的な指導監督
	

	活動中の安全管理
	必要な指導及び助言
	安全管理体制の整備、事故防止、緊急時対応
	

	学校施設等の利用
	利用に係る全体調整及びルールの提示
	利用ルールの遵守、日常管理、原状回復及び異常時の報告
	破損等は原因に応じて負担

	個人情報・情報セキュリティ
	取扱基準及び指定ツールの提示
	法令・基準の遵守、適切な取得・管理・廃棄、漏えい時の緊急対応
	

	保護者負担金・会計
	必要な承認、補助制度の運用
	保護者負担金の設定・徴収、適正な会計処理及び説明
	

	第三者への損害
	甲の責めに帰すべき事由によるもの
	乙の責めに帰すべき事由によるもの
	双方に原因がある場合は協議

	法令・制度変更
	制度変更の検討及び必要な情報提供
	運営方法の変更及び必要な対応
	追加費用等は協議

	災害・感染症等の不可抗力
	全体方針の決定及び関係機関との調整
	参加者の安全確保、活動中止等の現場対応
	費用負担は協議

	事業の休止・廃止
	全体調整及び必要な指示
	事前協議、参加者への説明及び引継ぎ
	



